
８
月
２
９
日
、
岩
村
防
災
連
合

会
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

に
よ
る
宝
く
じ
機
構
の
補
助
金
で

総
額
２
０
０
万
円
の
防
災
備
品
が

納
品
さ
れ
ま
し
た
。

同
日
、
防
災
連
合
会
の
役
員
全

員
で
、
各
備
品
に
宝
く
じ
の
シ
ー

ル
を
貼
り
、
収
納
の
準
備
を
し
ま

し
た
。
１
０
月
１
９
日
に
は
防
災

連
合
会
役
員
と
地
域
の
方
々
の
協

力
で
、
防
災
倉
庫
に
収
納
し
ま
し

た
。

今
回
購
入
し
た
も
の

〇
イ
ナ
バ
物
置(

倉
庫)

〇
ラ
ッ
プ
ポ
ン
・
ト
レ
ッ
カ
ー
一

式

(

水
を
使
わ
な
い
災
害
用

電
動
ト
イ
レ)

３
台

〇
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
発
電
機

１
台

〇
集
会
用
テ
ン
ト

３
台

〇
パ
ー
ソ
ナ
ル
テ
ン
ト

１
台

〇
着
替
え
用
テ
ン
ト

３
台

〇
エ
ア
マ
ッ
ト

１
０
個

〇
充
電
ラ
ジ
オ
ラ
イ
ト

３
台

過
去
に
購
入
し
た
も
の

(

非
常
食
な
ど
の
消
耗
品
除
く)

〇
非
常
用
タ
ン
カ

〇
５
０
セ
ン
チ
鍋

〇
ハ
ン
ド
マ
イ
ク

今
年
購
入
予
定

〇
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト

〇
備
蓄
用
の
水
・
非
常
食

(

南
国
市
か
ら
毛
布
５
０
枚
も
備

蓄
さ
れ
て
い
ま
す)

(

編
集
部)

令和４年１０月 岩村ふれあいセンター便り 岩村公民館・パソコンクラブ共同制作 （３面）

岩
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
西
側
の
土

地(

現
在
は
田
ん
ぼ)

の
駐
車
場
・
公
園
・

防
災
倉
庫
化(

防
災
公
園
構
想)

が
徐
々

に
進
ん
で
い
ま
す
。
今
年
９
月
に
二
人

の
地
権
者
と
南
国
市
と
の
購
入
が
終
わ

り
ま
し
た
。

現
在
窓
口
に
な
っ
て
い
る
危
機
管
理

課
の
お
話
で
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
の
西
側
の
フ
ェ
ン
ス
は
取
り
除

き
、
そ
ち
ら
か
ら
も
車
が
進
入
で
き
る

方
向
で
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
後
は

ど
の
よ
う
な
形
態
に
す
る
か
、
地
元
の

意
見
も
取
り
入
れ
て
、
ま
と
め
て
い
き

た
い
と
の
事
で
し
た
。

地
区
住
民
の
皆
さ
ん
も
、
こ
の
土
地

の
有
効
活
用
を
考
え
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

(

編
集
部)

１
０
月
１
４
日
、
香
南
中
１
年
生
７
名

(

防
災
調
査
隊
東
組)

が
岩
村
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。
田
所
秀
二
岩

村
防
災
連
合
会
会
長
が
、
公
民
館
内
の
防

災
設
備
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
生
徒
さ
ん
か
ら
の
質
問
で
「
ガ
ス
コ

ン
ロ
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
固
定
は
出
来
て

い
ま
す
か
」
と
鋭
い
質
問
も
あ
り
、
食
料

品
・
水
の
備
蓄
も
含
め
、
今
後
改
善
し
て

い
く
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。
避
難
所

「
岩
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
に
と
っ
て

も
い
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

(

編
集
部)

令和４年１０月 岩村公民館・パソコンクラブ共同制作 （２面）

１
０
月
８
日
、
岩
村
公
民
館
の

「
移
動
学
習
」
で
本
山
地
区
の
史
跡
・

名
勝
を
探
索
し
ま
し
た
。
参
加
者
１

５
名
は
４
台
の
車
に
分
乗
し
て
岩
村

を
出
発
で
す
。

高
速
を
利
用
し
て
最
初
の
目
的
地

「
杉
の
大
杉
」
へ
到
着
で
す
。
樹
齢

３
０
０
０
年
と
い
わ
れ
る
大
杉
の
出

現
で
す
。
先
日
の
台
風
に
よ
り
中
部

分
の
大
杉
を
保
護
し
て
い
る
鉄
板
が

剥
が
れ
痛
々
し
い
一
面
も
見
せ
て
い

ま
し
た
が
、
高
さ
６
０
㍍
・
周
囲
２

０
㍍
と
高
さ
５
６
㍍
・
周
囲
１
６
㍍

の
２
本
の
大
杉
は
圧
巻
で
し
た
。
美

空
ひ
ば
り
の
記
念
碑
も
見
学
し
て

「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

を
聞
き
な
が
ら
次
の
目
的
地
へ
移
動

で
す
。

さ
あ
、
吉
延
の
棚
田
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
山
間
部
は
ち
ょ
う
ど
刈
り

入
れ
前
な
の
で
黄
金
色
の
棚
田
が

「
写
真
」
や
「
絵
画
」
の
よ
う
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
「
い
や
き
れ
い
、

い
い
時
に
来
た
ね
ぇ
」
と
飛
び
交
う

会
話
。

地
元
の
人
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

し
ょ
う
か
駐
車
場
と
展
望
台
が
設
営

さ
れ
て
い
る
の
に
は
感
動
し
ま
し
た
。

ま
た
今
、
本
山
口
か
ら
上
っ
て
き
た

ぐ
ち

道
は
、
江
戸
時
代
、
山
内
の
お
殿
様

が
約
１
０
０
０
人(

先
発
隊
・
荷
物
隊

を
含
め
る
と
２
０
０
０
人)

の
お
供
を

連
れ
て
、
南
国
市
領
石
・
亀
岩
か
ら
、

つ
な
が
る
参
勤
交
代
の
「
北
山
道
」

で
し
た
と
の
お
話
も
し
ま
し
た
。

次
の
「
本
山
さ
く
ら
市
」
で
は
参

加
女
性
陣
の
目
の
色
が
変
わ
り
ま
し

た
。
「
安
い
」
「
安
い
」
と
晩
御
飯

の
お
か
ず
ま
で
買
っ
て
い
ま
し
た
。

戦
後
最
大
の
女
流
作
家
と
言
わ
れ

た
本
山
町
出
身
の
「
大
原
富
枝
文
学

館
」
の
見
学
で
す
。
学
芸
員
の
丁
寧

な
説
明
で
、
大
原
富
枝
の
世
界
が
見

え
て
き
ま
し
た
。
野
中
兼
山
の
子
女

を
描
い
た
「
婉
と
い
う
女
」
も
吉
野

川
の
美
し
い
流
れ
、
こ
の
土
地
の
ぬ

く
も
り
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
大
原
富
枝
の
心

を
現
し
た
「
茶
室
」
ま
で
特
別
に
案

内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
、

感
激
で
し
た
。

昼
食
は
汗
見
川
の
隠
れ
秘
境
、
清

流
が
流
れ
る
河
原
で
す
。
途
中
、
末

広
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
自
分
が
食
べ
た

い
、
お
弁
当
・
田
舎
寿
司
・
ソ
ー
メ

ン
な
ど
を
各
自
で
購
入
し
て
の
食
事

と
な
り
ま
し
た
。
「
久
し
ぶ
り
の
遠

足
気
分
で
こ
り
ゃ
良
い
」
と
清
流
の

に
お
い
が
隠
し
味
と
な
り
、
普
段
と

は
違
う
食
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

時
間
に
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
、
参

加
女
性
陣
の
た
っ
て
の
ご
希
望
で
、

急
き
ょ
土
佐
町
の
「
道
の
駅
さ
め
う

ら
」
に
も
よ
り
、
土
佐
赤
牛
肉
を
買

い
求
め
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
「
土
居
屋
敷
公
園
」

の
見
学
で
す
。
今
は
何
も
な
い
広
場

で
す
が
、
戦
国
時
代
、
地
元
の
部
将

「
本
山
氏
」
の
住
居
後
で
も
あ
り
、

江
戸
時
代
に
は
こ
の
地
を
治
め
た

「
野
中
兼
山
５
０
０
０
石
」
の
住
居

跡
で
も
あ
り
、
参
勤
交
代
で
山
内
の

お
殿
様
が
宿
泊
し
た
場
所
で
も
あ
っ

た
の
で
し
た
。

最
後
の
訪
問
地
「
帰
全
山
公
園
」

は
、
春
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
公
園
と
し
て

有
名
で
す
が
、
山
内
一
豊
の
妹(

合
姫)

を
祖
母
に
持
つ
、
野
中
兼
山
が
江
戸

時
代
の
初
め
に
、
母
親(

秋
田
夫
人)

の
墓
地
と
し
て
知
行
地
で
あ
る
こ
こ

に
、
開
拓
・
整
備
し
た
の
が
始
ま
り

で
し
た
。
今
は
公
園
と
し
て
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
最
近
オ
ー
プ
ン
し
た
、

「
モ
ン
ベ
ル
ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
レ
ッ
ジ
」

の
一
角
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
を
い
た
だ
き
、
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

(

寄
稿
者
・
福
船

和
田
真
一)

公民館の移動学習

さめうらダム下の広場にて


